
大会名
2017 富士チャンピオンレース 第３戦
開催日
2017/	06/24～2017/06/25

参戦カテゴリー
Super	FJ

参戦体制

#34										メークウィナーアルビ10VED											久保田 一也

#35										アルビビヨンドOJMGIAED																	斎藤 海斗

#36											アルビ玉三郎GIA湯田上ED													 小村方 喜章



【公式予選結果】
Weather:Fine

Track:Dry

【公式決勝結果】
Weather:Fine

Track:Dry

#36 アルビ⽟三郎GIA湯⽥上ED																										⼩村⽅ 喜章 14位
#37 メークウィナーアルビ10VED		 久保⽥ ⼀也 15位

#35	 アルビビヨンドOJMGIAED 齋藤 海⽃ 16位

#36	 アルビ⽟三郎GIA湯⽥上ED																											⼩村⽅ 喜章 12位
#35	 アルビビヨンドOJMGIAED																													齋藤 海⽃ 14位

#37	 メークウィナーアルビ10VED	 久保⽥ ⼀也 15位



RACE REPORT
S-FJ	公式予選
2017/06/24
予選開始：9:45
ついにシリーズ折り返しのSuper	FJ富⼠シリーズ第3戦、ドライからのスタート
となった予選、今回初めての⾞両で挑む事になった久保⽥選⼿はコースイン後、
⾃⼰ベストを更新するも15番⼿でレースを終える。⼀⽅の⼩村⽅選⼿はテスト
⾛⾏ではトップから1秒落ちのタイムを記録するも予選では14番⼿、斎藤選⼿
も15番⼿とレース全体的にタイムが伸びづらいコンディションの中で予選が終
了となり決勝に繋げるべく再度マシンのセッティング、⾛らせ⽅の修正を施し
ました。

S-FJ	公式決勝
2017/06/24
予選開始：12:55
全16台出場となった決勝本番、上⼿くスタートを決めた⼩村⽅選⼿が2台前を
⾏き12番⼿に浮上、その後も中断グループの中に⼊り接戦を繰り広げるが1台
に抜かれてしまい12番⼿でレースを終える。久保⽥選⼿はまだマシンの感覚を
掴めず⾛らせ⽅を合わせるが15番⼿でのチェッカーとなりました。斎藤選⼿は
最後まで粘りの⾛りを⾒せ1つポジションアップの14番⼿でレースを終えまし
た。



⾦曜⽇から様々なセットを試していきましたが、上⼿く合わせきる事ができず予選・決勝共に不本意な結果となっ
てしまいました。今回のレースでは鈴⿅をメインで⾛っているドライバーが多く参加し、いつもと違う状況で⾛⾏
出来た事は良い⽐較と経験になったと思います。次戦では再び表彰台へ上がれる様に、反省点の改善と経験を活か
していきたいと思います。

小村方選手コメント

久保田選手コメント
第3戦では初の10Vと⾔うことで挑みましたがマシンを⾃分のものにできていなく、セッティングも決まらず最後ま
で悪戦苦闘でした。第4戦までは少し時間が空くのでやれる事をきちんとやり次戦に挑みたいと思います！

斎藤選手コメント
前回のレースに⽐べて他のマシンとついていくことが出来たが後半になって離されてしまい焦りが出てしまいミス
が⽬⽴つようになってしまいました。100Rで少し離されるので次回のレースまでに練習に⾏き100Rで離されないよ
うにしてミスを無くして⾏きたいと思います。

佐藤監督代行コメント
この度は関係者様、ファンの皆様ありがとうございます。今回の富⼠は、なかなか⻭⾞が合わず難しい週末にな
りました。⼩村⽅選⼿は前回の表彰台獲得のプレッシャーからか焦りが⽬⽴った様に思います。また久保⽥選⼿
に致しましても初めてのマシンと⾔う事もあり今回は課題が残る結果となりました。斎藤選⼿に関しましても
徐々にではありますが進化が⾒られ、しっかりレース中のイメージを積み⽴てれる様になって来ました。結果で
は難しい物とはなりましたが今の課題をクリアしてくれて、⼀枚剥けた選⼿達に期待したいと思います。


